






要約 

NICU の全国的な普及と新生児医療の進歩に伴い未熟児及び極小未熟児の救命率が著しく

向上した。さらに最近の心臓血管外科,Pediatric ICU の患者管理の向上によりこれまで救

命しえなかった重篤な心不全をおこす乳児早期の先天性心疾患児に対しても積極的なアプ

ローチが試みられ,生存率が向上してきた。一方これらの重症患児は呼吸器系及び循環器系

が表裏一体であり,急性期を過ぎても予備力が小さい事から長期的酸素投与や栄養管理等,

何らかの継続的なサポートを必要とする患児が増加していることも事実である。昨年の本

研究報告では,県立中部病院における長期間入院を余儀なくされた慢性呼吸循環不全児の

実情について分析し,もし,ホームケアシステムが確立されておれば退院可能と思われる疾

患について報告した。今回は乳児期に重症な呼吸循環不全発症後,長期的な患者管理ののち

在宅酸素療法を行いえた症例を呈示し,在宅酸素療法に関する問題点について検討した。 


